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◇改善・充実への取組（ＬＲＴ）

○特徴
・まちの機能や人口を集積した拠点を形成

（コンパクト化）
・拠点間を道路や公共交通により連携・補完

（ネットワーク化）

○将来のまちの姿
・コンパクトなエリアで日常生活に必要な

機能を充足
・市民生活の質や、都市の価値・活力を

高める都市空間を形成
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◆平成５年度～ 栃木県、宇都宮市、宇都宮市街地開発組合の３者共同で
新交通システム導入に向けた検討を実施

◆平成１３年度 「新交通システム導入基本計画策定調査」（県・市）
～平成１４年度 ➩さらに検討を要する課題が多いとの結論

◆平成１５年９月 県が今後の対応方針として宇都宮市に対し以下の２案を提示
A案 ５年間整備スケジュール検討を凍結し課題を整理する
B案 早急に進めるのであれば市が主体となって進める

その場合、県は支援・協力する
◆平成１６年度 「新交通システム導入方策調査」（宇都宮市）
◆平成１７年度 「新交通システム導入課題検討」（県・市）
～平成１８年度

◆平成１８年度 宇都宮市が主体となって検討を行うことを表明

◆平成２４年度 「東西基幹公共交通の実現に向けた基本方針」策定
◆平成２５年度 芳賀町からのＬＲＴ路線延伸要望
◆平成２５年度～ 芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会

◆平成２７年１１月９日 宇都宮ライトレール(株)設立
◆平成２８年９月２６日 軌道運送高度化実施計画認定

◆ LRT計画検討の歴史
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◆ 公共交通ネットワークによる拠点間の連携イメージ

東西基幹公共交通にＬＲＴ（次世代型路面電車システム）を整備
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過度にクルマに依存する社会から
公共交通とクルマが共存する社会への転換
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• 清原工業団地は宇都宮市で最も規模が大きく11.6千人の従業人口を誇っている。
• 芳賀工業団地、芳賀・高根沢工業団地の従業員数は計23.0千人と、宇都宮市の5つの工業団地（計
24.5千人）と同程度の従業員数を誇っている。

• 清原、芳賀、芳賀・高根沢工業団地の主要企業は、キヤノン、ホンダをはじめとする世界規模の企
業が多く立地し、我が国を代表する工業団地群

清原工業団地 芳賀、芳賀・高根沢工業団地

総 面 積 387.6ha 474.8ha

特 色 • 内陸型工業団地としては
国内最大級

• 敷地区画が広く宇都宮テ
クノポリスの中心的工業
団地

• 高度技術に立脚した企業
誘致が図られている

• 高度な技術を有する企業や、
研究所などが立地

• 栃木県高度産業集積地域の
中核工業団地

主 な
立 地 企
業

キヤノン㈱
カルビー㈱
中外製薬工業㈱
日本たばこ産業㈱
清原住電㈱
住友ベークライト㈱
デュポン㈱
マニー㈱

ホンダエンジニアリング㈱
㈱ホンダテクノフォート
㈱リブドゥコーポレーション
本田技研工業㈱
ホンダ開発㈱
㈱本田技術研究所
㈱オートテクニックジャパン
㈱ホンダアクセス

清原工業団地

芳賀、芳賀・高根沢工業団地

○工業団地の概要･･･鬼怒川左岸地区が栃木県の産業活動を牽引

◆芳賀・宇都宮東部地域の工業団地の現状

5
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規模、製造品出荷額ともに県全体の１／６以上

産業団地名 総面積 （ha） 企業数（社） 従業員数（人）

宇都宮清原工業団地 ３８７．６ ３４ １１，６０８

芳賀工業団地 ２４８．４ ９１ １０，８６２

芳賀・高根沢工業団地 ２２６．４ ３ １２，１８０

合計 ８６２．４ １２８ ３４，６５０

県合計（産業団地立地企業）
県合計に占める割合

４，８２６．１
17.9%

１，３５５
9.4%

１２０，７０２
28.7%

産業団地名 製造品出荷額等

宇都宮清原工業団地 約１兆３，０００億円

芳賀及び芳賀・高根沢工業団地 約１，２００億円

合計 約１兆４，２００億円

県合計
県合計に占める割合

約８兆２，９００億円
１７．１％

◆ 産業団地の規模

◆ 製造品出荷額等

出典：栃木県産業団地企業一覧(H26.4.1)

出典：栃木県工業統計調査(H26.3.17)

◆芳賀・宇都宮東部地域の工業団地の現状
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栃木県、宇都宮市、芳賀町の財政に大きく貢献

産業団地名
栃木県
県税調停額

宇都宮市
市税調停額

芳賀町
町税調停額

宇都宮清原工業団地 約７５億円 約６３億円 －

芳賀及び芳賀・高根沢工業団地 約２５億円 － 約２８億円

合計 約１００億円 約９０億円

税収に占める割合（H28「当初予算比） ３．９％ ６．８％ ６３％

◆ 栃木県、宇都宮市、芳賀町の税収に占める割合 出典：H25～27の平均値概数（各自治体調べ）

100 

2,435 

4,701 

946 

平成28年度栃木県予算

歳入合計 8,182億円

３団地合計

その他税収

その他収入

県債

63 

861 

1,129 

120 

平成28年度宇都宮市予算

歳入合計 2,053億円

３団地合計

その他税収

その他収入

市債

28 

16 

29 

4 

平成28年度芳賀町予算

歳入合計 77億円

３団地合計

その他税収

その他収入

町債

◆芳賀・宇都宮東部地域の工業団地の現状
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◆宇都宮東部地域における慢性的な通勤渋滞

朝の通勤時間帯の柳田大橋付近の渋滞

JR宇都宮駅方面

工業団地方面



9資料：宇都宮市・芳賀町都市計画図

南北方向に比較して
東西方向の公共交通が脆弱

ＪＲ烏山線東
武
日
光
線

◆宇都宮東部地域の現状と課題 東西方向の公共交通が脆弱
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宇都宮市の東部地域と芳賀町においては，
夜間人口が広く分布しているが，公共交通
空白・不便地域が広がっている

ＪＲ宇都宮駅東側の市街地部
では，
人口密度が高いが，公共交通
不便地域が見られる

◆宇都宮東部地域の現状と課題 東部に交通不便地域が集中



11

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

東
武
宇
都
宮
駅

宇都宮市役所

栃木県庁

ＪＲ宇都宮駅より西側の大通りでは，
1日あたり約２，０００本のバスが運行
している。→ 重複・非効率な状態

ほとんどのバスがＪＲ宇都宮駅を
経由・集中

西側と比べて，バス路線・本数は少な
く，
鬼怒川を渡河する公共交通も少ない。

◆宇都宮市内のバス系統
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・工業集積地域が河川の東部に立地（通勤等で自動車を多数利用）

・ＪＲ宇都宮駅の東西で公共交通の整備状況が異なる

（特に河川を横断していく公共交通は脆弱な状況）

・鬼怒川（一級河川）により区域が東西に分断されている

・主要な居住地（人口密集地）が河川の西部（JR宇都宮駅側）に立地

◆宇都宮東部地域の現状と課題

人
口
密
集
地
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→ 輸送力や定時性，速達性，環境面での配慮，さらには，将来的な既存鉄道への乗り入れも
含めた鉄道との連携など，まちづくりへの効果も見据えて，東西基幹公共交通にＬＲＴを選択

◆新交通システムの比較
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ポートラム（富山ライトレール）
全長：１８．４ｍ
定員：８０人 最大輸送力：１２０人

◇低床式車両（ＬＲＶ）の例

ＦＵＫＵＲＡＭ（福井鉄道㈱）
全長：約２７ｍ
定員：１５５人 最大輸送力：２３２人

→ Light Rail Transitの略称で，他の交通手段との円滑な連携を図ることで

便利に移動できる交通環境の創出や，低床式車両（ＬＲＶ）の活用，停留場や

軌道（レール）の改良によるスムーズな乗り降り・快適な乗り心地の実現など，

優れた特徴を有する次世代の路面電車システムのこと

→ ＬＲＶは，従来の路面電車と比べてデザイン性に優れ，高い輸送力や

定時性，速達性などの機能を備え，他の交通手段と比べて二酸化炭素の

排出量が少なく空気を汚さないなどの特徴がある。

ライト ・ レール ・ トランジット

◆ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）とは
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◇一度に多くの人数を運ぶことができる
・ 同じ人数をＬＲＴ，路線バス，自動車の
それぞれで運ぶ場面を想定したイメージ比較

（出典）ストラスブール市資料

◆ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）とは
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低床式車両・バリアフリー対応

従来の路面電車

◇スムーズな乗り降り
・低床式車両（ＬＲＶ）の導入
・車両と停留場との間に

段差や隙間がほとんどない
施設設計 など

富山軌道線（富山駅前）

段差

車いすでのスムーズな乗り降り

ポートラム（富山ライトレール）車内

◆ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）とは
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◇快適性（低騒音・低振動）の確保
樹脂固定軌道の敷設・電気モーターによる駆動

優れた“乗り心地”を実現
環境面への配慮
→ 二酸化炭素排出量の軽減など

波状磨耗

従来の軌道

樹脂固定軌道

◆ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）とは
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◆導入を検討する３０ｍ級車両（例：福井鉄道㈱ ＦＵＫＵＲＡＭ）
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◆ベビーカーの乗降の様子（広島電鉄（株）グリーンムーバーマックス）



2020
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◆計画区間・導入ルート◆計画区間・導入ルート
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営業キロ 約１５キロメートル（複線）

事業方式 公設型上下分離方式

営業主体（上）
整備主体（下）

宇都宮ライトレール株式会社
宇都宮市，芳賀町

停留場数 １９ヶ所
（１００パーセントバリアフリー）

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄｾﾝﾀｰ想定箇所 ５ヶ所

導入車両 低床式車両１７編成（車両長 約３０メートル）

車両定員 １５５人（最大輸送力２３２人）

概算事業費 約４５８億円（消費税は含まず）
（内訳）宇都宮市区間 約４１２億円 芳賀町区間 約４６億円

主な効果 ▽移動に要する総所要時間の短縮
▽道路交通事故の減少
▽環境負荷の軽減
▽運転できない人の外出機会の向上
▽沿線地域の活性化
▽拠点機能の強化による人口や企業などの集積
▽経済活動の活性化による税収増 など

◆ 優先整備区間の整備計画
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運転最高速度 全線 時速４０キロメートル

需要予測 １日当たりの利用者数見込み

運転時間帯 午前６時台～午後１１時台
（ＪＲ宇都宮駅の新幹線の始発・終電に対応）

運行間隔 ▽ピーク時 ６分間隔（１時間当たり１０本）
▽オフピーク時 １０分間隔（１時間当たり ６本）

所要時間
（起終点間）

▽普通電車（各停留場に停車） 約４４分
▽快速電車（一部停留場を通過） 約３７～３８分

運賃 初乗り１５０円～４００円（対距離制）

ＪＲ宇都宮駅東口から
主な停留場までの
所要時間・運賃

普通電車を利用した場合
▽ベルモール前 約１１分 １５０円
▽清原工業団地北 約２７分 ３００円
▽本田技研北門 約４４分 ４００円

運賃収受方法 ＩＣカードシステムを導入

◆ 優先整備区間の運行計画

区 分 通 勤 通 学 業 務 私 事 合 計

平 日 １３，３５７人 １，３０５人 ２７４人 １，３８２人 １６，３１８人

休 日 ２，６７１人 １３１人 ８２人 ２，７６４人 ５，６４８人

※ 第１１回「芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会」資料より抜粋
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バス路線

支線バス

支線バス

支線バス

支線バスバス路線幹線バス

ＬＲＴ

幹線バス

◆宇都宮東部地域のバスネットワーク再編

【幹線バス路線】
ＬＲＴの北側・南側で平行し，ＬＲＴを補完する
路線（国道１２３号，白楊高通り・越戸通り）

【支線バス路線】
主要な施設に停車しながら，
ＬＲＴと接続するバス路線

【地域内交通】
公共交通空白地域を
面的にカバーする交通

【ＬＲＴ】
高い輸送力や定時性を備えた
東西基幹公共交通

宇都宮東部地域の公共交通ネットワークのイメージ
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【再編前】

【再編後】

◆ 宇都宮東部地域のバスネットワーク再編

➣ 幹線・支線バス等の運行ルートや運行ダイヤ，運賃体系など
についてバス事業者等と協議・調整を行い，ＬＲＴの運行開始に
合わせて本市東部地域のバスネットワークの再編を実施
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◆ 地域内交通の導入・利便性向上

➣ 地域内交通の導入による
公共交通空白地域の解消

➣ ＬＲＴや幹線バス路線等
との連携強化
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◆ トランジットセンター（乗り継ぎしやすい施設）のイメージ
⇒ 他の交通機関（鉄道，バス，地域内交通，タクシー，自家用車，自転車など）との

便利で快適な乗り継ぎが図れるよう，交通結節点となるＬＲＴの主要な停留場付近を想定

▲ 富山ライトレール岩瀬浜停留場
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◆ 【参考】街なかに配置する停留場周辺の検討イメージ

スロープ

車両の衝突防止施設

安全柵＋手すり

上屋，防風パネル

ベンチ

ホームの高さは約３０センチ

ホームの長さは約３０メートル

電光案内板，音声周知機器 サイン（案内表示） 停留場周辺への駐輪場設置
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◆ＬＲＴ事業の事業方式

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（H19施行）に基づき

施設の整備・保有を公共が担い，事業運営を別の主体（民間等）が行う

「公設型上下分離方式」により事業を実施


